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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（1）経営成績に関する説明 

 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内需要の持ち直しや、雇用情勢に改善
の動きがみられ、緩やかな回復基調が継続しました。 

また、海外経済の不確実性や金融市場に不透明感があるものの、米国をはじめ、欧州、アジ
ア地区も総じて景気の持ち直しがみられております。 

航空業界では、訪日旅客は過去最高のペースで推移しており、国際線の路線開設・増便が進
み、需要は堅調に推移しております。 

このような状況下における当社業績は、動力事業、整備事業では増収となったものの、付帯
事業ではフードカート販売数が減少したことにより減収となりました。 

この結果、売上高合計は 28 億 24 百万円と前年同期比 47 百万円（1.7％）の増収にとどまり
ました。 

営業費用につきましては、労務費等が増加し、26億 56百万円と前年同期比 66百万円（2.5％）
の増加となりました。 

以上により、営業利益は１億 68 百万円と前年同期比 18 百万円（10.1％）の減益、経常利益
は前期に計上した受取補償金の影響により、１億 69 百万円と前年同期比 50 百万円（23.1％）
の減益、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億４百万円と前年同期比 34 百万円（24.6％）
の減益となりました。前年同期比では増収減益となっておりますが、予定していた利益計画を
若干上回る状況で推移しております。 

 

各セグメントの業績は次のとおりです。 

 

① 動力事業 

航空需要拡大に伴う電力供給機会の増加に加え、B787、A350 等の使用増加に伴う増
収により、売上高は 13 億 44 百万円と前年同期比 66 百万円（5.2％）の増収となりまし
た。 

セグメント利益は、上記増収に加え、減価償却費の減少等により、３億２百万円と前
年同期比 79 百万円（35.9％）の増益となりました。 

 

② 整備事業 

成田・羽田・関西空港における、特殊機械設備整備工事の増加等により、売上高は 10

億 92 百万円と前年同期比 36 百万円（3.5％）の増収となりました。 

セグメント利益は、労務費の増加等により、91 百万円と前年同期比 54 百万円（37.3％）
の減益となりました。 

 

③ 付帯事業 

低カリウム野菜の販売店舗数の増加や小売電気販売による増収はあるものの、フード
カート販売において、当四半期は大型案件がなかったこと等により、売上高は３億 88

百万円と前年同期比 56 百万円（12.6％）の減収となりました。 

セグメント損益は、23 百万円の損失となり、前年同期比 30 百万円の減益となりまし
た。 
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（単位：百万円） 

 

売上高 セグメント利益又は損失（△） 

29 年 3 月期 

第 1 四半期 

30 年 3 月期 

第 1 四半期 

前年同期比 

（％） 

29 年 3 月期 

第 1 四半期 

30 年 3 月期 

第 1 四半期 

前年同期比 

（％） 

 

動力事業 1,277 1,344 105.2 222 302 135.9 

整備事業 1,055 1,092 103.5 145 91 62.7 

付帯事業 444 388 87.4 7 △23 － 

合 計 2,777 2,824 101.7 376 370 98.6 

全社費用*    189 202 107.1 

営業利益    187 168 89.9 

＊全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費です。 

 

（2）財政状態に関する説明 

 

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度（以下「前期」という）末比８億 86 百万円（13.5％）減少の
56 億 95 百万円となりました。これは、受取手形及び営業未収入金が 10 億 36 百万円、繰延税
金資産が 54 百万円減少し、現金及び預金が１億 23 百万円、商品及び製品、仕掛品、原材料お
よび貯蔵品等の棚卸資産が１億 29 百万円増加したこと等によります。 

固定資産は、前期末比 83 百万円（1.3％）減少の 65 億 30 百万円となりました。これは、
主に有形固定資産が１億 59 百万円減少し、投資その他の資産が 61 百万円増加したことによ
ります。 

この結果、総資産は前期末比９億 70 百万円（7.4％）減少し、122 億 25 百万円となりまし
た。 

 

（負債） 

流動負債・固定負債は、前期末比９億 17 百万円（16.8％）減少の 45 億 41 百万円となりま
した。これは、営業未払金が２億 29 百万円、未払法人税等が１億 89 百万円、未払金が３億４
百万円、未払費用が１億 34 百万円、流動負債・固定負債を合算した長期借入金が 91 百万円減
少したこと等によります。 

 

（純資産） 

純資産合計は、前期末比 53 百万円（0.7%）減少の 76 億 84 百万円となりました。これは、
親会社株主に帰属する四半期純利益および剰余金の配当を加減算した結果、利益剰余金が 63

百万円減少したこと等によります。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明  

 

当第 1 四半期におきましては、ほぼ計画通りに推移しておりますので、平成 29 年 5 月 11

日に発表しました通期業績予想を変更しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．四半期連結財務諸表及び主な注記 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 2,936,076 3,059,455 

    受取手形及び営業未収入金 2,462,158 1,425,993 

    商品及び製品 81,538 99,306 

    仕掛品 50,637 123,085 

    原材料及び貯蔵品 630,487 669,851 

    前払費用 168,547 153,085 

    繰延税金資産 164,761 110,519 

    その他 88,018 54,160 

    貸倒引当金 △89 △89 

    流動資産合計 6,582,136 5,695,369 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物 10,613,015 10,636,648 

        減価償却累計額 △8,374,903 △8,440,450 

        建物及び構築物（純額） 2,238,111 2,196,198 

      機械装置及び運搬具 9,488,125 9,462,945 

        減価償却累計額 △7,178,187 △7,169,956 

        機械装置及び運搬具（純額） 2,309,937 2,292,988 

      土地 110,608 110,608 

      リース資産 190,777 190,803 

        減価償却累計額 △124,259 △127,678 

        リース資産（純額） 66,518 63,124 

      建設仮勘定 461,261 358,297 

      その他 522,391 531,864 

        減価償却累計額 △486,070 △489,630 

        その他（純額） 36,320 42,234 

      有形固定資産合計 5,222,757 5,063,451 

    無形固定資産     

      特許権 70,026 67,238 

      ソフトウエア 55,168 71,518 

      ソフトウエア仮勘定 3,840 5,755 

      その他 33,464 32,010 

      無形固定資産合計 162,499 176,522 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 209,877 268,488 

      繰延税金資産 564,071 563,757 

      敷金及び保証金 200,828 202,378 

      長期前払費用 36,504 34,207 

      退職給付に係る資産 215,497 218,683 

      その他 2,145 2,705 

      投資その他の資産合計 1,228,924 1,290,221 

    固定資産合計 6,614,182 6,530,195 

  資産合計 13,196,318 12,225,565 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    営業未払金 833,248 603,437 

    短期借入金 73,500 77,787 

    1年内返済予定の長期借入金 345,732 362,882 

    リース債務 28,998 29,702 

    未払法人税等 203,373 14,372 

    未払消費税等 137,662 68,739 

    未払金 352,947 47,951 

    未払費用 512,354 377,843 

    その他 32,064 126,803 

    流動負債合計 2,519,880 1,709,520 

  固定負債     

    長期借入金 848,968 740,405 

    リース債務 42,666 38,416 

    製品保証引当金 7,715 6,932 

    退職給付に係る負債 1,968,550 1,975,470 

    資産除去債務 70,694 70,706 

    固定負債合計 2,938,595 2,831,932 

  負債合計 5,458,476 4,541,452 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 2,038,750 2,038,750 

    資本剰余金 114,700 114,700 

    利益剰余金 5,638,585 5,575,281 

    自己株式 △694 △694 

    株主資本合計 7,791,341 7,728,037 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 43,326 48,018 

    退職給付に係る調整累計額 △96,825 △91,943 

    その他の包括利益累計額合計 △53,499 △43,924 

  純資産合計 7,737,841 7,684,112 

負債純資産合計 13,196,318 12,225,565 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第１四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 2,777,567 2,824,699 

売上原価 2,340,991 2,389,735 

売上総利益 436,576 434,963 

販売費及び一般管理費 249,565 266,849 

営業利益 187,011 168,113 

営業外収益     

  受取利息 0 0 

  受取配当金 4,594 4,018 

  保険事務手数料 243 240 

  受取補償金 40,199 － 

  その他 268 1,050 

  営業外収益合計 45,306 5,309 

営業外費用     

  支払利息 4,813 3,493 

  災害復興支援費用 3,804 － 

  その他 3,572 619 

  営業外費用合計 12,190 4,113 

経常利益 220,126 169,310 

特別損失     

  固定資産除却損 6,865 8,601 

  特別損失合計 6,865 8,601 

税金等調整前四半期純利益 213,261 160,709 

法人税、住民税及び事業税 18,472 6,307 

法人税等調整額 56,678 50,329 

法人税等合計 75,150 56,636 

四半期純利益 138,110 104,072 

親会社株主に帰属する四半期純利益 138,110 104,072 
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四半期連結包括利益計算書 

第１四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 138,110 104,072 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 △21,007 4,692 

  退職給付に係る調整額 5,951 4,882 

  その他の包括利益合計 △15,055 9,574 

四半期包括利益 123,054 113,647 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 123,054 113,647 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 （継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

 （当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

 （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年4月1日 至 平成28年6月30日)   
 

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
                                    (単位：千円) 

 
 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額 
及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 

 
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

  ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 動力事業 整備事業 付帯事業 合計 

売上高     

 (1) 外部顧客に 

   対する売上高 
1,277,901 1,055,476 444,188 2,777,567 

 (2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
― ― ― ― 

計 1,277,901 1,055,476 444,188 2,777,567 

セグメント利益 222,578 145,952 7,535 376,066 

利  益 金  額 

報告セグメント計 376,066 

全社費用（注）          △189,055 

 四半期連結損益計算書の営業利益 187,011 
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年4月1日 至 平成29年6月30日)   
 

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
                                    (単位：千円) 

 
 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額 
及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 

 
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

   

 動力事業 整備事業 付帯事業 合計 

売上高     

 (1) 外部顧客に 

   対する売上高 
1,344,413 1,092,152 388,132 2,824,699 

 (2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
5,478 2,234 49,413 57,126 

計 1,349,892 1,094,387 437,545 2,881,825 

セグメント利益又は損失（△） 302,570 91,516 △23,457 370,629 

利  益 金  額 

報告セグメント計 370,629 

全社費用（注） △202,515 

 四半期連結損益計算書の営業利益 168,113 




